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令 和 ６ 年 ９ 月 ４ 日 （ 水 ） 

資料２ 

議 事 



 

 

 

令和５年度事業報告（案） 

 

 

１ 会議の開催 

（１）総会 

会 議 名 開 催 日 場  所 審 議 事 項 等 

第７回総会 

 

 ７月３１日 

 

宮崎観光ホテル 

 

○ 令和４年度事業報告及び収支決算 

○ 令和５年度事業計画及び収支予算 

 

 

（２）常任委員会 

会 議 名 開 催 日 場  所 審 議 事 項 等 

第 12 回 

常任委員会 

 

 

 

 ７月３１日 

 

 

 

宮崎観光ホテル 

 

 

 

○ 会場地市町村選定 

 ○国正式競技（第 10 次） 

 ○国正式競技開催予定施設変更 

○ 文化プログラム実施基本計画 

第 13 回 

常任委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月 ５日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎観光ホテル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 会場地市町村選定 

○国  正式競技（第 11 次） 

○国  正式競技開催予定施設変更 

○障  正式競技（第３次） 

○障  正式競技開催予定施設変更 

○ 実施競技・会場地市町村選定 

 ○国  ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（第４次） 

○ 主管団体・開催予定施設変更 

 ○国  ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ 

○ ○障選手団サポーター養成基本方針 

○ 警備・消防・防災基本計画 

 

                                               

（３）専門委員会 

  ① 総務企画専門委員会 

会 議 名 開 催 日 場  所 審 議 事 項 等 

第 14 回会議 

 

 

 

 

 ７月１２日 

 

 

 

 

県防災庁舎 

 

 

 

 

○ 会場地市町村選定 

○国  正式競技（第 10 次） 

 ○国  正式競技開催予定施設変更 

○ 募金謝意表明実施要項 

○ 文化プログラム実施基本計画 

 

第 15 回会議 

 

 

 

 

１月１１日 

 

 

 

 

県防災庁舎 

 

 

 

 

○ 会場地市町村選定 

○国  正式競技（第 11 次） 

 ○国  正式競技開催予定施設変更 

○障  正式競技（第３次） 

 ○障  正式競技開催予定施設変更 

 

 

第８回総会 第１号議案 
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  ② 競技運営専門委員会 

会 議 名 開 催 日 場  所 審 議 事 項 等 

第６回会議 

 

 

 

 

１２月２２日 

 

 

 

 

県防災庁舎 

 

 

 

 

○ 実施競技・会場地市町村選定 

 ○国  ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ(第４次) 

○ 主管団体・開催予定施設の変更 

 ○国  ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ 

 

  ③ 広報・県民運動専門委員会 

会 議 名 開 催 日 場  所 審 議 事 項 等 

第 10 回会議 

 

１０月 ５日 

 

県防災庁舎 ○ イメージソング歌詞の決定 

○ 花いっぱい運動全体計画 

○ 愛称・スローガンデザイン基本項目

の組合せ例の作成 

 

第 11 回会議 

 

 

 

 １月２２日 

 

 

 

書面開催 

 

○ マスコットキャラクター展開形／ 

２６市町村デザイン 

○ 大会愛称・スローガンデザイン基本

項目の組合せ例等のデザイン 

 

第 12 回会議 

 

 

 

 ２月１６日 

 

 

 

県防災庁舎 

 

○ イメージソング曲の決定 

○ 花いっぱい運動推奨花 

○ 広報ボランティア募集要項 

○ 公式ポスターの制作について 

 

                                                  

  ④ 全国障害者スポーツ大会専門委員会 

   

 

 

 

 

会 議 名 開 催 日 場  所 審 議 事 項 等 

第７回会議 

 

 

 

１２月１９日 

 

 

 

県防災庁舎 

 

 

 

○ 正式競技開催予定施設の変更 

○ 正式競技第３次会場地市町村選定 

○ 選手団サポーター養成基本方針 

 

  ⑤ 輸送・交通専門委員会 

   

 

会 議 名 開 催 日 場  所 審 議 事 項 等 

第４回会議 

 

２月１４日 

 

県防災庁舎 

 

○ 輸送・交通総合調査 

 

 

  ⑥ 宿泊・衛生専門委員会 

   

 

会 議 名 開 催 日 場  所 審 議 事 項 等 

第４回会議 

 

１２月２１日 

 

県防災庁舎 

 

○ 宿泊施設充足対策要項 

○ 食事の提供方針 

 

 

  ⑦ 式典専門委員会 

   

 

 

会 議 名 開 催 日 場  所 審 議 事 項 等 

第３回会議 

 

１１月１６日 

 

県防災庁舎 

 

○ 式典基本計画 
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  ⑧ 馬事衛生専門委員会 

   

 

会 議 名 開 催 日 場  所 審 議 事 項 等 

第２回会議 １１月 ７日 県防災庁舎 ○ 馬事衛生対策要項 

 

 

  ⑨ 警備・消防・防災専門委員会 

   

 

会 議 名 開 催 日 場  所 審 議 事 項 等 

第２回会議 １１月１７日 県防災庁舎 ○ 警備・消防・防災基本計画 

 

 

  ⑩ 医療救護専門委員会 

   

 

会 議 名 開 催 日 場  所 審 議 事 項 等 

第１回会議 

 

６月２９日 

 

県防災庁舎 ○ 防疫対策要項 

 

 

２ 会場地市町村等の選定 

  第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会開催基本方針、会場地市町村  

選定基本方針及び会場地選定基準等に基づき、以下のとおり選定を行った。 

（１）国スポ 

  ① 正式・特別競技 

    全３８競技について、全実施種目の会場地市町村を決定。 

  ② 公開競技 

    全７競技中６競技について、会場地市町村を決定。 

  ③ デモンストレーションスポーツ 

    ３７競技の実施及び会場地市町村を決定。 

   

（２）障スポ 

  ① 正式競技 

    全１４競技の会場地市町村を決定。 

  ② オープン競技 

    令和６年度に実施競技及び会場地市町村を決定予定。 

 

 

３ 中央競技団体正規視察の実施 

各中央競技団体による会場地市町村の現地視察等を実施した。 

No 実施期日 競技名 市町名 

１ 令和５年１０月３０日 トライアスロン 宮崎市 

２ 令和５年１２月１５日 カヌー（スプリント） 小林市 

３ 

 

 

令和６年１月１５日、１６日 バスケットボール 都城市、日向市、美郷町 

４ 令和６年１月２９日、３０日 体操 延岡市、小林市 

５ 令和６年３月１３日 カヌー 

（スラローム、 

ワイルドウォーター） 

鹿児島県湧水町 

  ※令和５年度末時点で全３８競技実施 
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４ 競技役員等養成事業 

   競技役員等養成基本方針及び基本計画等に基づき、競技団体が行う競技役員等の養成事業に  

対して補助金を交付し、競技運営に携わる審判員、運営員及び競技補助員の養成を推進した。 

  また、中央競技団体、県・会場地市町村及び関係機関・団体等との連絡調整、先催県視察等 

の調査研究活動に対して補助金を交付し、国スポ・障スポに向けた競技団体の活動を支援した。 

 

【令和５年度補助実績】 

  

  

  

 

区 分 活用競技団体数 活用人数（延べ） 

中央講習会等派遣事業 ２５団体 １５６人 

県内講習会等開催事業 １８団体 ６３３人 

開催準備活動事業 ３０団体 ２１１人 

 

 

５ 広報・啓発活動 

（１）大会イメージソングの制作 

   大会イメージソングの歌詞と曲をそれぞれ公募により制作し、大会の周知と県民の参加機

会の創出を行い、県民総参加型の大会開催に向けて気運醸成を図った。 

 

（２）大会公式ホームページ及びＳＮＳ（Instagram、X）の開設 

   大会専用のホームページ及びＳＮＳを開設し、大会の概要から開催準備の日々の出来事ま

で大会に関係する情報を幅広く発信した。 

 

（３）手話・要約筆記ボランティアの養成 

   手話・要約筆記ボランティアの養成に向け、リーダー・指導者の選定や県内の手話サーク

ルなどに対して、出前講座を実施した。 

 

 

６ 基本方針・計画の策定 

  警備・消防・防災に関する基本計画を策定した。 

 

 

７ 各種調査 

（１）輸送・交通対策 

選手、監督及び大会関係者等を限られた時間内に安全かつ確実に目的地まで輸送する必要

があるため、輸送・交通総合調査を実施し、交通量やバス実走などの調査のほか、課題の抽

出・対策の検討を行い、開・閉会式輸送計画（案）を作成した。 

 

（２）宿泊対策 

   選手、監督及び役員等の配宿を円滑に実施するため、正式競技、特別競技の会場地市町村

ごとに配宿シミュレーションを実施するとともに、市町村への充足対策意向調査を行った。 
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令和５年度収支決算（案） 

 

 

１ 収入の部 

（単位：円） 

科目 
予算額 

（Ａ） 

決算額 

（Ｂ） 

比較 

（Ａ－Ｂ） 
備考 

宮崎県負担金 59,884,000 59,884,000 0  

預金利息等 - 19,177 ▲19,177 預金利息、雇用保険料 

前年度繰越金 5,038,381 5,038,381 0  

寄附金 4,200,000 2,769,008 1,430,992 募金グッズ売上金 

合 計 69,122,381 67,710,566 1,411,815  

 

 

２ 支出の部 

（単位：円） 

科目 
予算額 

（Ａ） 

決算額 

（Ｂ） 

比較 

（Ａ－Ｂ） 
備考 

事業費 

 

62,944,432 

 

53,501,166 

 

9,443,266 

総会開催経費等、

募金活動推進費、

広報費等 

事務局費 6,177,949 4,293,380 1,884,569 事務局運営経費 

翌年度繰越金 - 9,916,020 ▲9,916,020  

合 計 69,122,381 67,710,566 1,411,815  
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日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会の設置について（案） 

 

１ 趣旨 

令和６年７月17日の（公財）日本スポーツ協会理事会において、第８１回国民ス 

ポーツ大会の本県での開催が正式決定されたことから、同協会が定める国民スポー 

ツ大会開催基準要項の規定に基づき、開催県として「実行委員会」を設置するも 

の。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 概要 

 (1) 名称 

  日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会 

 

(2) 組織 

現行の第８１回国民スポーツ大会・第 26 回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備 

委員会の総会、常任委員会、各専門委員会を引き継ぐ。 

 

(3) 役員、委員 

 準備委員会の委員、役員をそれぞれ充てる（準備委員会委員を実行委員会委員へ 

委嘱されたこととみなす規定を附則へ追加）。 

   また、実行委員会の委員に以下の団体等の代表者を追加する。 

・ 国スポデモンストレーションスポーツ競技関係機関及び団体 

・ 宮崎空港ビル株式会社 

 

３ 会則等の改正 

 「第 81 回国民スポーツ大会・第 26 回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備委員会 

会則」を「日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会会則」に改める。 

 また、準備委員会等でこれまでに決定された方針、計画及び関係諸規程中の文言に 

ついて、以下のとおり改める。 

 

① 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備委員会 

  ⇒ 日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会 

 ② 準備委員会 

  ⇒ 実行委員会 

 ③ 国民体育大会開催基準要項 

  ⇒ 国民スポーツ大会開催基準要項 

第８回総会 第２号議案 

○ 国民スポーツ大会開催基準要項 

２５ 開催県実行委員会及び会場地市町村実行委員会 

   (1) 開催県及び会場地市町村は、大会運営のためにそれぞれ実行委員会を設置する。 
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□ 報告

□ 委任・付託 □ 報告

ポ
ス
タ
ー

選
定
部
会

 R6年設置

開
催
基
本
構
想
検
討
部
会

R元年設置

H29年設置 H30年設置  R元年設置

　マ愛
　ス称
　コ・
　ッス
　トロ
　キ｜
　ャガ
　ラン
　ク・
　タ
　｜
　部
　会

　イ
　メ
　｜
　ジ
　ソ
　ン
　グ
　選
　定
　部
　会

R元年設置 R4年設置

R2年設置(R3年再編)

日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会　構成図（案）

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
専
門
委
員
会

宿
泊
・
衛
生
専
門
委
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会

馬
事
衛
生
専
門
委
員
会

輸
送
・
交
通
専
門
委
員
会

警
備
・
消
防
・
防
災
専
門
委
員
会

医
療
救
護
専
門
委
員
会

□ 委任

平成29年10月30日設立（令和6年9月4日改正）

総
務
企
画
専
門
委
員
会

広
報
・
県
民
運
動
専
門
委
員
会

競
技
運
営
専
門
委
員
会

式
典
専
門
委
員
会

日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会
【事務局：宮崎県　宮崎 国スポ･障スポ局】

総　　会
　○ 開催基本方針の決定
  ○ 会則の制定・改廃
  ○ 事業計画・予算の審議
  ○ 常任委員会への審議委任
  ○ その他重要事項の決定

常任委員会
  ○ 総会からの委任事項の審議・決定
　   （各基本方針や計画等の決定）
  ○ 専門委員会の設置
  ○ 専門委員会への付託事項の審議・決定

専門委員会

  ○ 常任委員会から付託された事項の調査、審議

式
典
音
楽
部
会

式
典
演
技
部
会

R2年設置

R4年設置

R4年設置
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日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会会則（案） 
 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会（以下「実行委員会」とい

う。）と称する。 

（目的） 

第２条 実行委員会は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会（以

下「大会」という。）を宮崎県において開催するために必要な準備を行うことを目的とす

る。 

（事業） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

 （１）大会開催に必要な方針及び計画の策定に関すること。 

（２）大会における実施競技及び会場地市町村に関すること。 

 （３）大会開催に必要な施設・設備の整備計画に関すること。 

 （４）大会開催及び準備に係る経費に関すること。 

 （５）関係行政機関及び関係機関との連絡調整に関すること。 

 （６）その他大会を開催するために必要な準備に関すること。 

第２章 組織 

（構成） 

第４条 実行委員会は、会長、委員及び監事をもって構成する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから会長が委嘱又は任命する。 

（１）県及び市町村を代表する者 

（２）県及び市町村の議会を代表する者 

（３）関係競技団体その他関係機関・団体を代表する者 

（４）前各号に掲げる者のほか大会開催の準備に関係のある者 

（役員） 

第５条 実行委員会に次の役員を置く。 

（１）会  長  １名 

（２）副 会 長  ８名以内 

（３）常任委員 ６０名以内 

（４）監  事  ３名以内 

（役員の選任） 

第６条 実行委員会の会長は、宮崎県知事をもって充てる。  

２ 副会長及び常任委員は、総会の承認を得て委員のうちから会長が選任する。 

３ 監事は、総会の承認を得て会長が委嘱する。 
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（役員の職務）  

第７条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠けたときは、あらかじめ会長

が指名した副会長が、その職務を代理する。 

３ 常任委員は、常任委員会を構成し、第１３条第７項に掲げる事項を審議する。 

４ 監事は、実行委員会の財務を監査する。 

（任期等） 

第８条 委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は、委嘱及び選任されたときから

実行委員会の目的が達成されたときまでとする。ただし、委員等が就任時におけるそれぞ

れの所属機関又は団体等の役職を離れた場合は、その委員等は辞任したものとみなし、そ

の後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

２ 会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じて補充するこ

とができる。 

３ 会長は、前２項の規定により委員等の変更があった場合は、次の総会において報告する。 

（顧問及び参与） 

第９条 実行委員会に顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は、会長が委嘱する。 

３ 顧問は、会務の重要な事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。 

４ 参与は、会長が必要と認める事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。 

５ 前条の規定は、顧問及び参与の任期等について準用する。 

 （報酬） 

第１０条 会長、委員、監事、顧問及び参与の報酬は、無報酬とする。 

第３章 会議 

（会議の種類） 

第１１条 実行委員会に、次の会議を置く。 

（１）総会 

（２）常任委員会 

（３）専門委員会 

（総会） 

第１２条 総会は、会長及び委員をもって構成する。 

２ 総会は、必要に応じて会長が招集する。 

３ 総会の議長は、会長又は会長が指名した者がこれにあたる。 

４ 総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。 

（１）大会の開催に必要な方針に関すること。 

（２）会則の制定及び改廃に関すること。 

（３）事業計画及び事業報告に関すること。 

（４）予算及び決算に関すること。 

（５）常任委員会に委任する事項に関すること。 

（６）その他重要な事項に関すること。 
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５ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決することはできない。ただし、総

会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項について、代理人に権限を委任し、

又は書面で議決に加わることができる。 

６ 総会の議事は、出席委員（代理人に権限を委任し、又は書面で議決に加わった者を含む。）

の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

７ 会長は、必要に応じて顧問及び参与に総会への出席を求めることができる。 

（常任委員会） 

第１３条 常任委員会は、委員長、副委員長及び常任委員をもって構成する。 

２ 委員長は、会長をもって充てる。 

３ 副委員長は、副会長をもって充てる。 

４ 常任委員会は、必要に応じて委員長が招集する。 

５ 常任委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこれにあたる。 

６ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、あらかじ

め委員長が指名した者がその職務を代理する。 

７ 常任委員会は、次に掲げる事項について審議・決定し、その結果を必要に応じて次の総

会に報告する。 

（１）総会から委任された事項に関すること。 

（２）専門委員会の設置及び専門委員会への付託事項及び委任事項に関すること。 

（３）総会を招集するいとまがない緊急な事項に関すること。 

（４）その他委員長が必要と認める事項に関すること。 

８ 前条第５項及び第６項の規定は、常任委員会において準用する。 

９ 第８条の規定は、常任委員の任期等について準用する。 

（専門委員会） 

第１４条 専門委員会は、会長が委嘱する専門委員をもって構成する。 

２ 専門委員会は、常任委員会から付託又は委任された事項について調査・審議し、その結

果を常任委員会に報告する。 

３ 前２項に定めるもののほか、専門委員会に関し必要な事項は、常任委員会に諮り、会長

が別に定める。 

４ 第８条の規定は、専門委員の任期等について準用する。 

第４章 会長の専決処分 

（会長の専決処分） 

第１５条 会長は、総会及び常任委員会（以下「総会等」という。）を招集するいとまがな

いとき、又は総会等の権限に属する事項で軽易なものについては、これを専決処分するこ

とができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等において報告し、そ

の承認を得なければならない。 

第５章 事務局 

（事務局） 

第１６条 実行委員会の事務を処理するため、事務局を置く。 
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２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

第６章 財務及び会計 

（経費） 

第１７条 実行委員会の経費は、負担金及びその他の収入をもって充てる。 

（予算及び決算） 

第１８条 実行委員会の収支予算は、総会の議決により定め、収支決算については、監事の

監査を経て、総会の承認を得なければならない。 

（会計年度） 

第１９条 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日までとする。 

２ 実行委員会の財務及び会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

第７章 補則 

（委任） 

第２０条 この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に関し必要な事項は、会長が別

に定める。 

（解散） 

第２１条 実行委員会は、第２条に規定する目的が達成されたとき、総会の議決を経て解散

するものとする。 

２ 実行委員会が解散するときに有する残余財産は、総会の議決を経て処分する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この会則は、平成２９年１０月３０日から施行する。 

（経過措置） 

２ 準備委員会の平成２９年度における会計年度は、第１９条第１項の規定にかかわらず、

前項に定める日から、平成３０年３月３１日までとする。 

附 則 

この会則は、令和元年７月１日から施行する。 

   附 則 

１ この会則は、令和６年９月４日から施行する。 

２ この会則施行の際、現に国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会宮崎県準備委員

会の役員、委員、顧問、参与、または専門委員である者は、それぞれ実行委員会の役員、

委員、顧問、参与、または専門委員に委嘱されたものとみなす。 

３ この会則施行の際、現に制定されている第８１回国民スポーツ大会宮崎県準備委員会

の方針、計画及び関係規程等中「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポ

ーツ大会宮崎県準備委員会」を「日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会」に、「準

備委員会」を「実行委員会」に改める。 

４ この会則施行の際、現に制定されている第８１回国民スポーツ大会宮崎県準備委員会

の方針、計画及び関係規程等中「国民体育大会開催基準要項」を「国民スポーツ大会開

催基準要項」に改める。 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備委員会会則 新旧対照表（案） 

改正前 改正後 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

宮崎県準備委員会会則 

 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障

害者スポーツ大会宮崎県準備委員会（以下「準備委員会」と

いう。）と称する。 

（目的） 

第２条 準備委員会は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回

全国障害者スポーツ大会（以下「大会」という。）を宮崎県

において開催するために必要な準備を行うことを目的とす

る。 

（事業） 

第３条 準備委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げ

る事業を行う。 

 （１）大会開催に必要な方針及び計画の策定に関すること。 

（２）大会における実施競技及び会場地市町村に関するこ

と。 

 （３）大会開催に必要な施設・設備の整備計画に関すること。 

日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会会則 

 

 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員

会（以下「実行委員会」という。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 実行委員会は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回

全国障害者スポーツ大会（以下「大会」という。）を宮崎県

において開催するために必要な準備を行うことを目的とす

る。 

（事業） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げ

る事業を行う。 

 （１）大会開催に必要な方針及び計画の策定に関すること。 

（２）大会における実施競技及び会場地市町村に関するこ

と。 

 （３）大会開催に必要な施設・設備の整備計画に関すること。 

13



（４）大会開催及び準備に係る経費に関すること。 

 （５）関係行政機関及び関係機関との連絡調整に関すること。 

 （６）その他大会を開催するために必要な準備に関すること。 

第２章 組織 

（構成） 

第４条 準備委員会は、会長、委員及び監事をもって構成する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから会長が委嘱又は任命す

る。 

（１）県及び市町村を代表する者 

（２）県及び市町村の議会を代表する者 

（３）関係競技団体その他関係機関・団体を代表する者 

（４）前各号に掲げる者のほか大会開催の準備に関係のあ 

る者 

（役員） 

第５条 準備委員会に次の役員を置く。 

（１）会  長  １名 

（２）副 会 長  ８名以内 

（３）常任委員 ６０名以内 

（４）監  事  ３名以内 

（役員の選任） 

第６条 準備委員会の会長は、宮崎県知事をもって充てる。  

２ 副会長及び常任委員は、総会の承認を得て委員のうちから

会長が選任する。 

３ 監事は、総会の承認を得て会長が委嘱する。 

（４）大会開催及び準備に係る経費に関すること。 

 （５）関係行政機関及び関係機関との連絡調整に関すること。 

 （６）その他大会を開催するために必要な準備に関すること。 

第２章 組織 

（構成） 

第４条 実行委員会は、会長、委員及び監事をもって構成する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから会長が委嘱又は任命す

る。 

（１）県及び市町村を代表する者 

（２）県及び市町村の議会を代表する者 

（３）関係競技団体その他関係機関・団体を代表する者 

（４）前各号に掲げる者のほか大会開催の準備に関係のあ 

る者 

（役員） 

第５条 実行委員会に次の役員を置く。 

（１）会  長  １名 

（２）副 会 長  ８名以内 

（３）常任委員 ６０名以内 

（４）監  事  ３名以内 

（役員の選任） 

第６条 実行委員会の会長は、宮崎県知事をもって充てる。  

２ 副会長及び常任委員は、総会の承認を得て委員のうちから

会長が選任する。 

３ 監事は、総会の承認を得て会長が委嘱する。 
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（役員の職務）  

第７条 会長は、準備委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠

けたときは、あらかじめ会長が指名した副会長が、その職務

を代理する。 

３ 常任委員は、常任委員会を構成し、第１３条第７項に掲げ

る事項を審議する。 

４ 監事は、準備委員会の財務を監査する。 

（任期等） 

第８条 委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は、委

嘱及び選任されたときから準備委員会の目的が達成された

ときまでとする。ただし、委員等が就任時におけるそれぞれ

の所属機関又は団体等の役職を離れた場合は、その委員等は

辞任したものとみなし、その後任者が前任者の残任期間を務

めるものとする。 

２ 会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解

き、必要に応じて補充することができる。 

３ 会長は、前２項の規定により委員等の変更があった場合

は、次の総会において報告する。 

（顧問及び参与） 

第９条 準備委員会に顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は、会長が委嘱する。 

３ 顧問は、会務の重要な事項について、会長の諮問に応じ助

言を行う。 

（役員の職務）  

第７条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠

けたときは、あらかじめ会長が指名した副会長が、その職務

を代理する。 

３ 常任委員は、常任委員会を構成し、第１３条第７項に掲げ

る事項を審議する。 

４ 監事は、実行委員会の財務を監査する。 

（任期等） 

第８条 委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は、委

嘱及び選任されたときから実行委員会の目的が達成された

ときまでとする。ただし、委員等が就任時におけるそれぞれ

の所属機関又は団体等の役職を離れた場合は、その委員等は

辞任したものとみなし、その後任者が前任者の残任期間を務

めるものとする。 

２ 会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解

き、必要に応じて補充することができる。 

３ 会長は、前２項の規定により委員等の変更があった場合

は、次の総会において報告する。 

（顧問及び参与） 

第９条 実行委員会に顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は、会長が委嘱する。 

３ 顧問は、会務の重要な事項について、会長の諮問に応じ助

言を行う。 
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４ 参与は、会長が必要と認める事項について、会長の諮問に

応じ助言を行う。 

５ 前条の規定は、顧問及び参与の任期等について準用する。 

 （報酬） 

第１０条 会長、委員、監事、顧問及び参与の報酬は、無報酬

とする。 

第３章 会議 

（会議の種類） 

第１１条 準備委員会に、次の会議を置く。 

（１）総会 

（２）常任委員会 

（３）専門委員会 

（総会） 

第１２条 総会は、会長及び委員をもって構成する。 

２ 総会は、必要に応じて会長が招集する。 

３ 総会の議長は、会長又は会長が指名した者がこれにあた

る。 

４ 総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。 

（１）大会の開催に必要な方針に関すること。 

（２）会則の制定及び改廃に関すること。 

（３）事業計画及び事業報告に関すること。 

（４）予算及び決算に関すること。 

（５）常任委員会に委任する事項に関すること。 

（６）その他重要な事項に関すること。 

４ 参与は、会長が必要と認める事項について、会長の諮問に

応じ助言を行う。 

５ 前条の規定は、顧問及び参与の任期等について準用する。 

 （報酬） 

第１０条 会長、委員、監事、顧問及び参与の報酬は、無報酬

とする。 

第３章 会議 

（会議の種類） 

第１１条 実行委員会に、次の会議を置く。 

（１）総会 

（２）常任委員会 

（３）専門委員会 

（総会） 

第１２条 総会は、会長及び委員をもって構成する。 

２ 総会は、必要に応じて会長が招集する。 

３ 総会の議長は、会長又は会長が指名した者がこれにあた

る。 

４ 総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。 

（１）大会の開催に必要な方針に関すること。 

（２）会則の制定及び改廃に関すること。 

（３）事業計画及び事業報告に関すること。 

（４）予算及び決算に関すること。 

（５）常任委員会に委任する事項に関すること。 

（６）その他重要な事項に関すること。 
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５ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決する

ことはできない。ただし、総会に出席できない委員は、あら

かじめ通知された事項について、代理人に権限を委任し、又

は書面で議決に加わることができる。 

６ 総会の議事は、出席委員（代理人に権限を委任し、又は書

面で議決に加わった者を含む。）の過半数で決し、可否同数

のときは、議長の決するところによる。 

７ 会長は、必要に応じて顧問及び参与に総会への出席を求め

ることができる。 

（常任委員会） 

第１３条 常任委員会は、委員長、副委員長及び常任委員をも

って構成する。 

２ 委員長は、会長をもって充てる。 

３ 副委員長は、副会長をもって充てる。 

４ 常任委員会は、必要に応じて委員長が招集する。 

５ 常任委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこ

れにあたる。 

６ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、

又は欠けたときは、あらかじめ委員長が指名した者がその職

務を代理する。 

７ 常任委員会は、次に掲げる事項について審議・決定し、そ

の結果を必要に応じて次の総会に報告する。 

（１）総会から委任された事項に関すること。 

（２）専門委員会の設置及び専門委員会への付託事項及び

５ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決する

ことはできない。ただし、総会に出席できない委員は、あら

かじめ通知された事項について、代理人に権限を委任し、又

は書面で議決に加わることができる。 

６ 総会の議事は、出席委員（代理人に権限を委任し、又は書

面で議決に加わった者を含む。）の過半数で決し、可否同数

のときは、議長の決するところによる。 

７ 会長は、必要に応じて顧問及び参与に総会への出席を求め

ることができる。 

（常任委員会） 

第１３条 常任委員会は、委員長、副委員長及び常任委員をも

って構成する。 

２ 委員長は、会長をもって充てる。 

３ 副委員長は、副会長をもって充てる。 

４ 常任委員会は、必要に応じて委員長が招集する。 

５ 常任委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこ

れにあたる。 

６ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、

又は欠けたときは、あらかじめ委員長が指名した者がその職

務を代理する。 

７ 常任委員会は、次に掲げる事項について審議・決定し、そ

の結果を必要に応じて次の総会に報告する。 

（１）総会から委任された事項に関すること。 

（２）専門委員会の設置及び専門委員会への付託事項及び委
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委任事項に関すること。 

（３）総会を招集するいとまがない緊急な事項に関するこ

と。 

（４）その他委員長が必要と認める事項に関すること。 

８ 前条第５項及び第６項の規定は、常任委員会において準用

する。 

９ 第８条の規定は、常任委員の任期等について準用する。 

（専門委員会） 

第１４条 専門委員会は、会長が委嘱する専門委員をもって構

成する。 

２ 専門委員会は、常任委員会から付託又は委任された事項に

ついて調査・審議し、その結果を常任委員会に報告する。 

３ 前２項に定めるもののほか、専門委員会に関し必要な事項

は、常任委員会に諮り、会長が別に定める。 

４ 第８条の規定は、専門委員の任期等について準用する。 

第４章 会長の専決処分 

（会長の専決処分） 

第１５条 会長は、総会及び常任委員会（以下「総会等」とい

う。）を招集するいとまがないとき、又は総会等の権限に属

する事項で軽易なものについては、これを専決処分すること

ができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次

の総会等において報告し、その承認を得なければならない。 

第５章 事務局 

任事項に関すること。 

（３）総会を招集するいとまがない緊急な事項に関するこ

と。 

（４）その他委員長が必要と認める事項に関すること。 

８ 前条第５項及び第６項の規定は、常任委員会において準用

する。 

９ 第８条の規定は、常任委員の任期等について準用する。 

（専門委員会） 

第１４条 専門委員会は、会長が委嘱する専門委員をもって構

成する。 

２ 専門委員会は、常任委員会から付託又は委任された事項に

ついて調査・審議し、その結果を常任委員会に報告する。 

３ 前２項に定めるもののほか、専門委員会に関し必要な事項

は、常任委員会に諮り、会長が別に定める。 

４ 第８条の規定は、専門委員の任期等について準用する。 

第４章 会長の専決処分 

（会長の専決処分） 

第１５条 会長は、総会及び常任委員会（以下「総会等」とい

う。）を招集するいとまがないとき、又は総会等の権限に属

する事項で軽易なものについては、これを専決処分すること

ができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次

の総会等において報告し、その承認を得なければならない。 

第５章 事務局 
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（事務局） 

第１６条 準備委員会の事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

第６章 財務及び会計 

（経費） 

第１７条 準備委員会の経費は、負担金及びその他の収入をも

って充てる。 

（予算及び決算） 

第１８条 準備委員会の収支予算は、総会の議決により定め、

収支決算については、監事の監査を経て、総会の承認を得な

ければならない。 

（会計年度） 

第１９条 準備委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、

翌年３月３１日までとする。 

２ 準備委員会の財務及び会計に関し必要な事項は、会長が別

に定める。 

第７章 補則 

（委任） 

第２０条 この会則に定めるもののほか、準備委員会の運営に

関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（解散） 

第２１条 準備委員会は、第２条に規定する目的が達成された

とき、総会の議決を経て解散するものとする。 

２ 準備委員会が解散するときに有する残余財産は、総会の議

（事務局） 

第１６条 実行委員会の事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

第６章 財務及び会計 

（経費） 

第１７条 実行委員会の経費は、負担金及びその他の収入をも

って充てる。 

（予算及び決算） 

第１８条 実行委員会の収支予算は、総会の議決により定め、

収支決算については、監事の監査を経て、総会の承認を得な

ければならない。 

（会計年度） 

第１９条 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、

翌年３月３１日までとする。 

２ 実行委員会の財務及び会計に関し必要な事項は、会長が別

に定める。 

第７章 補則 

（委任） 

第２０条 この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に

関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（解散） 

第２１条 実行委員会は、第２条に規定する目的が達成された

とき、総会の議決を経て解散するものとする。 

２ 実行委員会が解散するときに有する残余財産は、総会の議
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決を経て処分する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この会則は、平成２９年１０月３０日から施行する。 

（経過措置） 

２ 準備委員会の平成２９年度における会計年度は、第１９条

第１項の規定にかかわらず、前項に定める日から、平成３０

年３月３１日までとする。 

 

附 則 

この会則は、令和元年７月１日から施行する。 

 

決を経て処分する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この会則は、平成２９年１０月３０日から施行する。 

（経過措置） 

２ 準備委員会の平成２９年度における会計年度は、第１９条

第１項の規定にかかわらず、前項に定める日から、平成３０

年３月３１日までとする。 

 

附 則 

この会則は、令和元年７月１日から施行する。 

   附 則 

１ この会則は、令和６年９月４日から施行する。 

２ この会則施行の際、現に国民スポーツ大会・全国障害者

スポーツ大会宮崎県準備委員会の役員、委員、顧問、参与、

または専門委員である者は、それぞれ実行委員会の役員、

委員、顧問、参与、または専門委員に委嘱されたものとみ

なす。 

３ この会則施行の際、現に制定されている第８１回国民ス

ポーツ大会宮崎県準備委員会の方針、計画及び関係規程等

中「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポ

ーツ大会宮崎県準備委員会」を「日本のひなた宮崎 国ス

ポ・障スポ実行委員会」に、「準備委員会」を「実行委員会」
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に改める。 

４ この会則施行の際、現に制定されている第８１回国民ス

ポーツ大会宮崎県準備委員会の方針、計画及び関係規程等

中「国民体育大会開催基準要項」を「国民スポーツ大会開

催基準要項」に改める。 
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第８回総会 第３号議案 

 
 

総会から常任委員会への委任事項（改正案） 

 

 

日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会会則第１２条第４項第５号の規定に基づく

常任委員会への委任事項は、次のとおりとする。 

 

１ 大会開催に関する方針（会則第１２条第４項第１号の方針を除く。）及び計画の策

定に関すること 

 ２ 会場地市町村及び競技施設の選定に関すること 

 ３ 県と会場地市町村の業務分担及び経費負担区分に関すること 

 ４ 競技施設等の整備に関すること 

 ５ 大会実施競技の選定に関すること 

 ６ 競技の企画及び運営に関すること 

 ７ 競技役員等の養成及び編成に関すること 

 ８ 広報及び県民運動に関すること 

 ９ 宿泊、衛生及び観光に関すること 

１０ 輸送及び交通に関すること 

１１ 医療救護、警備、消防及び防災に関すること 

１２ 式典の企画及び運営に関すること 

１３ その他開催準備に関すること 
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総会から常任委員会への委任事項 新旧対照表（案） 

改正前 改正後 

総会から常任委員会への委任事項 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮

崎県準備委員会会則第１２条第４項第５号の規定に基づく常任委員

会への委任事項は、次のとおりとする。 

 

１ 大会開催に関する方針（会則第１２条第４項第１号の方針を

除く。）及び計画の策定に関すること 

 ２ 会場地市町村及び競技施設の選定に関すること 

 ３ 県と会場地市町村の業務分担及び経費負担区分に関すること 

 ４ 競技施設等の整備に関すること 

 ５ 大会実施競技の選定に関すること 

 ６ 競技の企画及び運営に関すること 

 ７ 競技役員等の養成及び編成に関すること 

 ８ 広報及び県民運動に関すること 

 ９ 宿泊、衛生及び観光に関すること 

１０ 輸送及び交通に関すること 

１１ 医療救護、警備、消防及び防災に関すること 

１２ 式典の企画及び運営に関すること 

１３ その他開催準備に関すること 

 

総会から常任委員会への委任事項 

 

日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会会則第１２条第４項

第５号の規定に基づく常任委員会への委任事項は、次のとおりとす

る。 

 

１ 大会開催に関する方針（会則第１２条第４項第１号の方針を

除く。）及び計画の策定に関すること 

 ２ 会場地市町村及び競技施設の選定に関すること 

 ３ 県と会場地市町村の業務分担及び経費負担区分に関すること 

 ４ 競技施設等の整備に関すること 

 ５ 大会実施競技の選定に関すること 

 ６ 競技の企画及び運営に関すること 

 ７ 競技役員等の養成及び編成に関すること 

 ８ 広報及び県民運動に関すること 

 ９ 宿泊、衛生及び観光に関すること 

１０ 輸送及び交通に関すること 

１１ 医療救護、警備、消防及び防災に関すること 

１２ 式典の企画及び運営に関すること 

１３ その他開催準備に関すること 
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